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大阪学院大学 人文自然論叢 <論 説>
第65号 2012年 9月

推
古
朝
前
半
の
外
交
と
そ
の
主
体

は
じ
め
に

崇
峻
天
皇
が
新
羅
征
討
を
思
い
立
ち
、
崇
峻
四
年
＝
五
九

一
年
に
新
羅
征
討
軍

が
筑
紫
に
向
け
て
派
遣
さ
れ
る
が
、
そ
の
軍
は
崇
崚
殺
害
後
も
筑
紫
に
留
ま
る
。

そ
の
軍
は
推
古
三
年
＝
五
九
五
年
に
帰
還
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
武

力
を
用
い
た
新
羅
強
硬
路
線
は
放
棄
さ
れ
た
か
に
み
え
る
が
、
推
古
八
年
に
は
新

羅
征
討
が
計
画
さ
れ
る
と
と
も
に
遣
隋
使
が
派
遣
さ
れ
、
翌
九
年
に
は
新
羅
征
討

軍
が
準
備
さ
れ
る
。
こ
の
遣
隋
使
は
失
敗
に
終
わ
る
も
の
の
、
推
古

一
五
年
に
は

ふ
た
た
び
遣
隋
使
が
送
ら
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
変
動
が
こ
の
外
交
に
深
く
関
わ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
の
外
交
は
誰
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
推
古
朝

に
お
け
る
外
交
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
厩
戸
皇
子
を
中
心
に
説
く
ば
か
り
で
あ

り
、
推
古
、
厩
戸
、
馬
子
間
に
お
け
る
権
力
構
造
の
変
化
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
ま

中

田

皿
ハ

ま
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

崇
峻
朝

に
お
け
る
外
交

ま
ず
、
崇
峻
朝
の
動
向
か
ら
改
め
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

そ
の
崇
峻
朝
に
は
政
治
方
針
を
め
ぐ

っ
て
崇
崚
と
蘇
我
馬
子
が
対
立
し
た
。
そ

の
結
果
、
崇
峻
が
拭
逆
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
二
人
は
任
那
問
題
、
ひ

い
て
は
新
羅
外
交
に
関
し
て
は
と
も
に
積
極
的
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
倭
国
は
か

ね
て
任
那
か
ら
調
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
任
那
が
五
六
二
年
に
新
羅

に
減
ぼ
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
れ
を
非
法
と
見
な
し
、
新
羅
に
任
那
の
再
興
を
迫

っ

た
。
し
か
し
事
態
は
進
展
せ
ず
、
そ
れ
で
積
極
的
に
兵
を
送

っ
て
解
決
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
崇
峻
四
年
人
月
条
に
は

土
口

―-56-―
[一 ]



天
皇
詔
二
群
臣
一日
。
朕
思
三
欲
建
二
任
那
Ъ

卿
等
何
如
。
群
臣
奏
言
。
可
レ

建
二任
那
官
家
Ъ

皆
同
二陛
下
所
ラ
詔
。

と
あ
り
、
崇
峻
が
任
那
再
建
の
意
志
を
見
せ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
同
崇
峻
四
年

一
一
月
条
に
は

差
二
紀
男
麻
呂
宿
祢
。
巨
勢
臣
比
良
夫
。
狭
臣
。
大
伴
噛
連
。
葛
城
臣
鳥
奈

良
臣
Ъ

為
二
大
将
軍

率
二
氏
氏
臣
連
・為
二
稗
将
部
隊
Ъ

領

二
一万
余
軍
Ｌ

出
居
二
筑
紫
・。
遣
塾
口
士
金
於
新
羅
Ｌ

遣
曇
口
士
木
蓮
子
於
任
那

。
間
二
任

那
事
Ъ

と
、
筑
紫
に
将
軍
以
下
二
万
余
の
軍

（以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
筑
紫
派
遣
軍
と

す
る
）
を
送
り
、
ま
た
新
羅
に
使
者
を
送
り
、
任
那
再
興
の
こ
と
を
問
わ
し
め
る

の
で
あ
る
。
任
那
再
建
を
め
ざ
し
た
新
羅
に
向
け
て
の
軍
が
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
鬼
頭
清
明
氏
は
崇
峻
殺
害
に
よ
る

「
ヤ
マ
ト
政
権
内
部
の
危
機
と

矛
盾
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
任
那
の
調
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の

権
威
と
統
制
と
を
確
立
す
る
た
め
の
必
要
な
政
策
」
で
あ

っ
た
と
し
、
対
新
羅
強

硬
策
と
の
関
係
を
説
く
が
、
こ
の
政
策
の
主
導
者
を

「政
権
内
部
で
権
力
を
集
中

し
つ
つ
あ

っ
た
聖
徳
太
子
と
、
蘇
我
馬
子
」
と
し
、
「
ヤ
マ
ト
政
権
内
部
の
危
機

を
克
服
し
、
権
力
を
集
中
す
べ
く
任
那
の
調
を
政
治
目
的
と
し
て
征
新
羅
軍
が
」

崇
峻
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
と
す
る
。

そ
の
派
遣
軍
の
構
成
が
注
目
さ
れ
る
。
鬼
頭
清
明
氏
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に

派
遣
さ
れ
た
将
軍
の
う
ち
、
紀
男
麻
呂
宿
祢
、
巨
勢
臣
比
良
夫
、
大
伴
噛
連
、
葛

城
臣
鳥
奈
良
臣
は
い
ず
れ
も
用
明
二
年
七
月
に
勃
発
し
た
蘇
我
氏
と
物
部
氏
と
の

戦
い
に
蘇
我
氏
側
の

一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『日
本

書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀
用
明
二
年
七
月
条
に
は

蘇
我
馬
子
宿
祢
大
臣
勧
三
諸
皇
子
与
二群
臣
「

謀
レ滅
二物
部
守
屋
大
連

。
泊

瀬
部
皇
子
。
竹
田
皇
子
。
厩
戸
皇
子
。
難
波
皇
子
。
春
日
皇
子
。
蘇
我
馬
子

宿
祢
大
臣
。
紀
男
麻
呂
宿
祢
。
巨
勢
臣
比
良
夫
。
膳
臣
賀
抱
夫
。
葛
城
臣
鳥

那
羅
。
倶
率
二
軍
旅
・進
討
二
大
連
Ъ

大
伴
連
噛
。
阿
倍
臣
人
。
平
群
臣
神

手
。
坂
本
臣
糠
手
。
春
日
臣
閥
一名
字

。
倶
率

軍
兵
・従

壬
心
紀
郡
・到
二澁
河

家
Ъ

と
あ
り
、
四
人
は
蘇
我
氏
側
の
人
物
と
し
て
参
戦
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
て
み

れ
ば
蘇
我
馬
子
と
関
係
の
深
い
軍
が
送
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
筑
紫
派
遣
軍
は
崇
峻
と
馬
子
の
意
志
に
よ
る
も
の
で

あ

っ
た
と
言
え
る
が
、
こ
の
馬
子
の
姿
勢
は
推
古
朝
に
受
け
継
が
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
筑
紫
派
遣
軍
は

「
遣
二
駅
使
於
筑
紫
将
軍
所

日
。
依
・
於
内
乱
・莫
レ
怠
二
外

事
Ъ
」
と
、
崇
峻
五
年
に
お
け
る
蘇
我
氏
に
よ
る
崇
峻
拭
逆
後
も
そ
の
ま
ま
留
め

置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
国
内
政
治
の
動
揺
に
関
わ
り
な
く
、
外
事
に
備
え
よ
と
命

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
処
置
に
つ
い
て
石
母
田
正
氏
は
当
時
の
支
配

者
層
の
間
に
は
内
政
と
外
交
と
は
区
別
す
べ
き
も
の
と
の
観
念
が
形
成
さ
れ
て
い

た
と
し
、
ま
た
西
嶋
定
生
氏
も
東
ア
ジ
ア
の
動
揺
に
備
え
る
た
め
の
処
置
で
あ

っ

た
と
し
、
ま
た
井
上
光
貞
氏
も
兵
を
留
め
置
い
た
の
は
隋
に
備
え
る
た
め
と
す

る
。
確
か
に
五
人
九
年
に
隋
の
中
国
平
定
が
な
り
、
そ
れ
を
受
け
て
東
ア
ジ
ア
の

動
静
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
次
の
表
１
か
ら
う
か
が
わ
れ
る

よ
う
に
、
崇
峻
四
年
段
階
と
同
五
年
段
階
で
特
に
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
侵
略
に
対
す
る
備
え
の
た
め
で
あ

っ
た
と
は

推古朝前半の外交とその主体
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表
１
　
朝
鮮
三
国
と
隋
の
関
係

＊

（伝
）
は

『隋
書
』
東
夷
伝
、
（記
）
は

『三
国
史
記
』

人 文 自 然 論 叢 65

考
え
ら
れ
な
い
。
新
羅
派
兵
の
意
志
を
馬
子
が
保
持
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
そ
の

背
景
に
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
推
古
朝
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

二
　
推
古
朝
初
年
の
外
交

崇
峻
後
の
国
内
政
治
の
転
換
と
言
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の

は
推
古
の
即
位
で
あ
る
。
こ
の
点
、
推
古
が
直
ち
に
即
位
し
な
か
っ
た
と
の
見
解

も
提
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
厩
戸
に
つ
い
て
は

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
推
古

朝
に
馬
子
と
共
に

「共
輔
天
下
」
、
『上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
閥
記
』
に
も

「小
治
田

大
宮
御
宇
天
王
。
以
二太
子
・為
二
儲
后
Ъ

天
下
政
治
決
二
於
太
子
Ｌ
」
と
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
し
て
、
推
古
は
崇
峻
の
後
、
直
ち
に
即
位
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
推
古
三
年
七
月
、
筑
紫
派
遣
軍
が
帰
還
す
る
。
筑
紫
派

遣
軍
は
筑
紫
に
留
ま
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
時
、
帰
還
す
る

の
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
推
古
三
年
七
月
条
は

「将
軍
等
至
レ自
一
筑
紫
Ｌ
」
と

す
る
の
み
で
あ
る
が
、
何
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
、
推
古
朝
前
半
の
政
治
を
中
心
と
し
た
事
蹟
を

『日
本
書
紀
』
か
ら
み
る
と

表
２
の
よ
う
に
な
る
。
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
推
古
七
年
ま
で
は
特
に
目
立

っ
た

動
き
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
推
古
の
政
治
姿
勢
を
反
映
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
対
比
の
た
め
に
、
政
権
の
意
志
決
定
方
法
を
表
３
と
し
て
敏
達
朝
に

遡

っ
て
み
て
み
よ
う
。

五
八

一
年

一
〇
月

一
二
月

五
八
二
年
　
正
月

一
一
月

五
八
三
年
　
四
月
五
月

五
八
四
年
　
四
月

五
八
九
年

五
九
〇
年
　
八
月

五
九

一
年
　
正
月
五
月

五
九
二
年
　
正
月

五
九
四
年

五
九
七
年
　
五
月

五
九
八
年
　
一
一月
六
月

六
〇
〇
年
　
正
月

年

月

百
済
王
遣
使
、
来
賀

高
麗
王
遣
使
、
朝
賀

高
麗
、
百
済
並
び
に
遣
使
、

方
物
を
貢
ず

高
麗
遣
使
、
方
物
を
献
ず

高
麗
遣
使
来
朝

高
麗
遣
使
来
朝

高
麗
の
使
者
な
ど
に
宴
す

高
麗
王
卒

高
麗
遣
使
、
朝
賀

高
麗
遣
使
、
方
物
を
貢
ず

新
羅
遣
使
、
方
物
を
貢
ず

高
麗
遣
使
、
方
物
を
貢
ず

高
麗
を
伐

つ

高
麗
王
の
官
爵
を
馴
す

高
麗
な
ど
遣
使
、
方
物
を

工貝
ず

『隋
書
』
本
紀

百
済
、
平
陳
を
賀
す

高
句
麗
を
冊
封

高
句
麗
冊
封
を
謝
す

高
句
麗
、
隋
に
朝
賀

新
羅
を
冊
封

新
羅
王
を
冊
封

高
句
麗
王
を
叱
責

高
句
麗
、
隋
に
朝
賀

（伝
）
百
済
、
来
り
方
物
を
献
ず

（伝
Ｙ

（記
）
高
句
麗
、
遼
西
を

犯
し
、
隋
、
こ
れ
を
討
ち
、
高
麗

王
の
官
爵
を
馴
す
。
百
済
、
隋
の

高
旬
麗
進
軍
の
軍
導
を
申
し
出
る

（記
）
高
句
麗
、
隋
に
朝
賀

記 伝 伝 記 言己記 言己  伝 『隋
書
』
東
夷
伝

・
コ
一国
史
記
』

―-54-―[三 ]



表
２
　
『日
本
書
紀
』
か
ら
み
た
推
古
朝
前
半
の
主
な
事
蹟

元
年
　
四
月
九
月

二
年
　
一
一月

三
年
　
五
月
七
月
是
歳

四
年

一
一
月

五
年
　
四
月

一
一
月

六
年
　
四
月
八
月

七
年
　
四
月
九
月

八
年
　
一
一月
是
歳

九
年
九
年

一
一
月

一
〇
年
　
一
一月
六
月

一
一
年
　
一
一月
四
月

推古朝前半の外交とその主体

厩
戸
皇
子
を
皇
太
子
と
す
る

用
明
を
改
葬

三
宝
興
隆
を
詔

高
旬
麗
よ
り
慧
慈
、
来
倭
。
厩
戸
の
師
と
な
る

対
新
羅
の
将
軍
等
、
筑
紫
よ
り
帰
還

百
済
よ
り
慧
聡
来
倭

法
興
時
、
造
り
寛
る

百
済
、
王
子
阿
佐
を
遣
わ
し
朝
貢

新
羅
に
使
者
派
遣

新
羅
派
遣
の
使
者
が
帰
還
し
、
鵠
を
献
上

新
羅
、
孔
雀
貢
上

地
震
百
済
、
騒
耽
な
ど
貢
上

任
那
救
援
を
決
定

境
部
臣
を
大
将
軍
と
し
て
任
那
の
た
め
に
新

羅
を
討

つ

皇
太
子
、
斑
鳩
に
宮
室
を
興
す

高
句
麗

・
任
那
に
使
者
を
派
遣
し
、
任
那
救

援
を
要
請

新
羅
を
討

つ
こ
と
を
議
る

来
日
皇
子
を
新
羅
を
討

つ
将
軍
と
す
る

高
句
麗

・
任
那
に
派
遣
し
た
使
者
、
帰
国

来
日
皇
子
、
筑
紫
に
て
死
去

当
麻
皇
子
を
新
羅
を
討

つ
将
軍
と
す
る

崇
峻
四
年
発
遣

遣
隋
使
派
遣

七
月

一
〇
月

一
二
月
正
月
四
月
九
月

一
三
年
間
七
月

一
五
年
　
一
一月

一
五
年
　
七
月

是
歳
冬

六
年
七
年

表
３
　
『日
本
書
紀
』
に
み
る
政
権
の
意
志
決
定
の
あ
り
方

敏
達
　
一九
年
　
五
月

七

月 当
麻
皇
子
の
妻
の
死
に
よ
り
皇
子
帰
る

小
墾
田
宮
に
遷
る

冠
位
十
三
階
を
制
定

冠
位
を
施
行

皇
太
子
、
憲
法
十
七
条
を
作
る

朝
礼
を
改
め
る

皇
太
子
、
櫂
の
着
用
を
命
じ
る

壬
生
部
を
定
め
る

遣
隋
使
を
派
遣

倭
国
に
高
市
池
、
山
背
国
に
大
溝
、
河
内
国

に
戸
苅
池
な
ど
、
諸
国
に
屯
倉
設
置

王
辰
爾
に
高
句
麗
の
表
疏
を
読
解

さ
せ
る

蘇
我
馬
子
を
吉
備

へ
派
遣
し
、
自

猪
の
屯
倉
を
お
き
、
田
部
を
増
益

す
る
日
祀
部

・
私
部
の
設
置

菟
道
皇
女
を
伊
勢
祠
の
奉
仕
か
ら

解
任
任
那
復
興
の
た
め
百
済
よ
り
火
葦

北
国
造
の
子
日
羅
召
還

仏
教
帰
依
の
可
否
を
群
臣
に
図
る

天
皇
↓
大
臣
↓
王
辰
爾

詔詔
↓
議
↓
奏

新
羅
征
討
中
止
ヘ

大
使
小
野
妹
子

政
治
を
中
心
と
し
た
事
蹟

政
策
の
内
容
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崇
崚
　
四
年
　
八
月

推
古
　
一九
年
　
四
月

元
年
　
九
月

八
年
　
是
歳

一
一
年

一
二
月

一
二
年
　
正
月

一
六
年
　
九
月

二
八
年
　
是
歳

三

一
年
　
是
歳

四
月

○
月

三
六
年
　
一二
月

舒
明
　
八
年
　
七
月

一
一
年
　
七
月

任
那
官
家
を
建
て
る
こ
と
を
は
か

る厩
戸
皇
子
を
皇
太
子
と
し
、
摂
政

用
明
天
皇
を
改
葬

境
部
臣
を
大
将
軍
と
し
、
新
羅
攻

撃

（奏
に
よ
り
中
止

へ
）

冠
位
十
二
階
の
制
定

憲
法
十
七
条
制
定

小
野
妹
子
を
隋

へ
派
遣

天
皇
記

。
国
記
な
ど
を
録
す

新
羅
征
討
計
画

僧
正

。
僧
都

・
法
頭
任
命

蘇
我
氏
が
葛
城
県
を
乞
う
も
許
さ

ず後
継
者
の
こ
と
な
ど
を
遺
詔

大
派
王
、
官
吏
の
勤
務
態
度
の
弛

緩
を
告
げ
る
も
蘇
我
蝦
夷
従
わ
ず

百
済
大
宮

。
大
寺
造
営
開
始

詔
↓
奏

主
体
不
明

主
体
は
皇
太
子

皇
太
子

・
馬
子
の
議

天
皇
↓
大
臣
↓
群
卿
に

詢詔
↓
大
臣
↓
推
問
↓
上

表
↓
詔

奏
↓
詔

詔詔

＊

具
体
的
に

「詔
」
な
ど
と
記
し
て
あ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
あ
げ
た
。

政
権
の
意
志
決
定
の
あ
り
方
か
ら
み
る
と
、
推
古
が
主
体
的
に
政
策
に
関
与
す

る
の
は
推
古
三
〇
年
の
厩
戸
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の

点
、
推
古

一
一
年

の
冠
位
十
三
階
の
制
定

の
主
体
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
は
厩
戸
と
馬
子
を
主
体
的
に
記
し
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
推
古
が
主
導
し
た
と
言
え
な
い
。
崇
峻
が
主
体
的
に
政
策
に
関
与
し
た
こ
と

は
先
の
任
那
再
建
を
除
い
て
認
め
ら
れ
な
い
が
、
敏
達

・
用
明
、
そ
し
て
舒
明
は

主
体
的
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
推
古
の
即
位
は
敏
達
と
の
間
に
も
う
け
た
皇
子
竹
田
を
即
位
さ
せ
る

一
面
も
あ

っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
崇
峻
亡
き
後
の
王
位
継
承
の

有
力
候
補
は
敏
達
と
広
媛
と
の
間
の
皇
子
彦
人
大
兄
、
用
明
の
皇
子
厩
戸
、
そ
し

て
敏
達
と
推
古
の
間
の
皇
子
竹
田
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
竹
田
を
将
来

即
位
さ
せ
る
意
向
を
推
古
が
も

っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
点

を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
有
力
な
彦
人
、
厩
戸
を
即
位
さ
せ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
は

崇
峻
と
妃
小
手
子
と
の
間
の
皇
子
蜂
子
等
を
抑
え
る
た
め
に
、
推
古
は
み
ず
か
ら

い
わ
ば
中
継
ぎ
的
に
即
位
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、　
一
方
、
王
家
の
権
威
の
低
下

を
伝
統
的
な
ヒ
メ
の
力
を
借
り
て
対
処
し
よ
う
と
し
て
ヒ
メ
の
力
を
保
持
し
て
い

た
推
古
に
即
位
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
双
方
が
相
侯

っ
て
推
古
の
即
位
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

一
方
で
、
推
古
は
そ
の
皇
子
竹
田
へ
の
後
見
を
願

っ
て

崇
峻
を
試
殺
し
た
馬
子
の
責
任
を
問
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
推
古

が
政
治
に
ど
の
程
度
の
関
心
を
も

っ
て
い
た
か
は
不
明
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
推
古
が
か
な
り
神
秘
的
な
政
治
を

お
こ
な

い
、
そ
れ
が
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
秘
政
治
は
小

林
敏
男
氏
が
強
調
す
る
推
古

の
ヒ
メ
と
し
て
の
能
力
に
も
と
づ
く
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
故
、
政
治
に
は
関
心
を
余
り
持

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
推
古
は

将
来
、
そ
の
皇
子
竹
田
を
即
位
さ
せ
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
厩
戸
、
さ

ら
に
は
彦
人
の
即
位
を
阻
む
た
め
に
即
位
の
要
請
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
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れ
ば
、
政
治
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な

こ
の
推
古
の
政
治
に
対
す
る
姿
勢
は
任
那
問
題
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
も
同

様
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
表
４
に
み
る
よ
う
に
、
以
前
、
倭
国
は
任
那
か
ら

調
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
任
那
が
新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ
て
か
ら
は
倭
国
は

新
羅
に
任
那
の
再
興
を
迫
る
の
で
あ
る
が
、
推
古
朝
は
八
年
ま
で
目
立

っ
た
動
き

を
見
せ
な
い
の
で
あ
る
。
推
古
が
政
治
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
任
那
問
題
に
も
余

り
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
４
　
任
那
関
係
記
事

こ
の
前
提
の
上
で
推
古
三
年
の
筑
紫
派
遣
軍
の
帰
還
を
誰
が
命
じ
た
の
か
を
考

え
た
場
合
、
表
３
か
ら
推
古
が
主
体
的
に
政
策
決
定
を
お
こ
な
う
の
は
推
古
三
〇

年
の
厩
戸
の
死
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
も

し
そ
こ
に
推
古
の
意
志
が
働
い
て
い
た
と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
筑
紫
に
軍
が
留

ま

っ
て
い
る
こ
と
の
異
常
さ
を
回
避
す
る
た
め
の
処
置
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
の
推
古
は
馬
子
に
政
治
を
任
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
外
交
策
の
変

更
な
ど
と
言

っ
た
積
極
的
な
意
志
の
も
と
に
な
さ
れ
た
処
置
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
も
し
筑
紫
派
遣
軍
の
撤
兵
に
外
交
方
針
の
転
換
な
ど
と
言
っ
た
積
極
的
な
意

味
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
馬
子
の
意
志
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は

な
い
か
。

な
お
、
こ
こ
で
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
こ
ろ
の
厩

戸
の
動
向
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
推
古
元
年
四
月
条
は

「
立
・
厩
戸
豊
聡
耳
皇

子
・為
ｔ皇
太
子
Ｌ

傷
録
二摂
政
Ｌ

以
二
万
機
「

悉
委
焉
。
」
と
記
す
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
厩
戸
が
政
治
を
執
る
立
場
に
就
い
た
こ
と
を
受
け
、
任
那
問
題
は
強
硬
策

に
よ
る
解
決
で
は
な
く
、
外
交
に
よ
る
解
決

へ
と
方
針
が
切
り
換
え
ら
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
筑
紫
派
遣
軍
が
呼
び
戻
さ
れ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。

し
か
し
こ
の
厩
戸
の
立
太
子
記
事
に
は
疑
間
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
直
木
孝
次
郎

氏
は

『日
本
書
紀
』
の
立
太
子
記
事
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
こ
の
記
事
は
信
用
が

お
け
な
い
と
す
る
。
そ
も
そ
も
推
古
の
即
位
自
体
、
上
述
し
た
よ
う
に
厩
戸
を
即

位
さ
せ
な
い
た
め
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
直

木
氏
の
見
解
は
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
厩
戸
が
政
治
的
な

発
言
力
を
増
す
の
は
推
古
八
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
筑

紫
派
遣
軍
の
帰
還
命
令
は
厩
戸
以
外
の
人
物
、
す
な
わ
ち
馬
子
の
意
志
に
も
と
づ

い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

推古朝前半の外交とその主体

欽
明
二
三
年
　
正
月

三
二
年
　
一二
月

敏
達
　
四
年
　
一
一月

一
三
年
　
一
一月

一
四
年
　
一二
月

崇
峻
　
四
年
　
八
月

一
一
月

推
古
　
一二
年
　
七
月

八
年
　
一
一月

年

月

新
羅
、
任
那
の
官
家
を
滅
ぼ
す

新
羅
に
使
者
を
送
り
任
那
を
減
ぼ
し
た
理
由
を
問
う

任
那

・
新
羅

・
百
済
に
使
者
派
遣

新
羅

へ
の
使
者
、
任
那

ヘ

任
那
再
興
を
図
り
、
使
者
派
遣

任
那
再
興
の
思
い
を
述
べ
る

新
羅
に
使
者
を
送
り
、
任
那
再
興
の
こ
と
を
問
う

将
軍
等
、
筑
紫
よ
り
至
る

任
那
救
援
を
決
定

関
係
事
項
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そ
の
背
景
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
表
１
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

に
、
五
九
四
年
に
新
羅
が
隋
か
ら
冊
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
月

の
こ
と
か
記
し
た
も
の
は
な
い
が
、
新
羅
が
隋
に
使
者
を
送
る
の
は
時
節
的
に
春

が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
、　
一
月
か
ら
三
月
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
情
報
が
あ
る

い
は
高
句
麗
僧
慧
慈
を
介
し
て
届
き
、
新
羅
に
軍
を
送
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
か
ね
て
朝
鮮
三
国
は
飛
鳥
寺
建
立
を
支
援
し
、
倭
国
と
の
友
好
関

係
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
推
古
三
年
に
お
け
る
高
句
麗
か
ら
慧
慈
、
百
済
か
ら
慧
聡
の
来
倭
は
そ

の

一
環
で
あ
り
、
百
済
は
更
に
推
古
五
年
に
王
子
阿
佐
を
倭
に
送

っ
て
来
る
の
で

あ
る
。
慧
慈
が
厩
戸
の
師
と
な
っ
た
こ
と
は

『日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
、
ま
た
阿

佐
と
厩
戸
が
関
係
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
詳
記
さ
れ
て
い

る
。
山
尾
幸
久
氏
は
三
人
が
厩
戸
側
近
の
政
治
上
の
顧
問
格
で
あ

っ
た
と
み
て
い

る
が
、
百
済
よ
り
来
倭
し
た
慧
聡
は
慧
慈
と
と
も
に
法
興
寺
に
住
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
法
興
寺
は
蘇
我
氏
発
願
の
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
慧
慈
は
厩
戸
の

師
と
は
な

っ
た
も
の
の
、
慧
聡
も
蘇
我
氏
と
の
結
び
つ
き
を
保
持
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
百
済

。
高
句
麗
は
僧
を
送
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
倭
と
の
友
好
関
係
を
強

化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
も
た
ら
し
た
外
交
知
識
が
ど
の
程
度
の
も

の
で
あ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
新
羅
が
隋
の
冊
封
を
受

け
た
こ
と
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
よ
う
。

こ
れ
を
受
け
、
対
新
羅
強
硬
路
線
の
放
棄
が
決
定
さ
れ
、
筑
紫
派
遣
軍
は
帰
還

を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
外
交
を
通
し
て
任
那
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
推
古
五
年

一
一
月
に
新
羅
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

の
で
あ
る
。
新
羅
も
こ
れ
に
応
え
、
翌
年
四
月
に
鵠
や
孔
雀
を
贈

っ
て
く
る
こ
と

に
な
る

（表
２
参
照
）
が
、
こ
の
時
の
対
新
羅
外
交
を
主
導
し
た
の
は
や
は
り
馬

子
で
あ
ろ
う
。
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
す
で
に
推
古
三
年
に
馬
子
の
意
志
の
も
と
に

征
新
羅
軍
が
撤
兵
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
羅
と
の
友
好
関
係
復
活
に
作
用
す
る
で

あ
ろ
つヽ
。

な
お
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
推
古
三
年
の
段
階
で
新
羅
強
硬
策

が
撤
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
推
古
の
即
位
に
不
満
を
持

つ
者
が
お
り
、
そ

の
者
達
の
目
先
を
変
え
る
た
め
に
対
新
羅
強
硬
策
が
提
唱
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
推
古
八
年

に
ふ
た
た
び
新
羅
強
硬
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
が
、
推
古
の
即
位
に
対
す
る
不
満
か

ら
目
を
そ
ら
さ
せ
る
に
し
て
は
時
間
が
余
り
に
も
か
か
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
注

意
さ
れ
る
。
推
古
の
即
位
に
対
す
る
不
満
と
切
り
離
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
ろ

ヽ^り′。

〓
一　
推
古
八
年

の
外
交

新
羅
強
硬
策
を
撤
回
し
、
外
交
を
通
し
て
の
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
と
な

っ
た
も

の
の
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
は
五
九
八
年
＝
推
古
六
年
以
降
、
大
き
く
変
化
す
る
。
表

１
に
も
み
え
る
よ
う
に
、
高
句
麗
と
百
済
が
小
競
り
合
い
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

『隋
書
』
高
麗
伝
は

「
開
皇
初
頻
有
使
入
朝
。
及
平
陳
之
後
、
湯
大
燿
、
治
兵
積

穀
、
為
守
拒
之
策
」
と
開
皇

（五
人

一
～
六
〇

一
年
）
の
初
め
は
高
句
麗
が
し
き

り
と
隋
に
入
朝
し
た
も
の
の
、
陳
が
平
定
さ
れ
る

（五
人
九
年
）
に
及
ん
で
高
句
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麗
王
湯

（
＝
嬰
陽
王
）
は
大
い
に
燿
れ
、
兵
を
治
め
穀
を
積
み
、
守
拒
の
策
を
な

し
た
と
し
、
開
皇

一
七
年
に
は
高
句
麗
王
湯
に
対
し
て
叱
責
の
爾
書
を
下
し
た
と

こ
ろ
、
「得
書
慢
恐
」
し

「奉
表
陳
謝
」
し
た
も
の
の
、
翌
年
に
は
軟
朝
の
兵
と

と
も
に
遼
西
に
攻
め
込
ん
だ
の
で
、
高
祖

（
＝
文
帝
）
は
こ
れ
を
聞
い
て
大
い
に

怒
り
、
こ
れ
を
討
た
せ
る
と
と
も
に
、
「
瓢
其
官
爵
」
す
な
わ
ち
高
句
麗
王
の
官

爵
を
瓢
し
た
と
こ
ろ
、
高
句
麗
王
は
兵
を
罷
き
、
も
と
の
ご
と
く
隋
に
仕
え
る
こ

と
と
な

っ
た
と
記
す
。

こ
の

一
方
、
高
句
麗
は
百
済
を
犯
す
。
Ｆ
一国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
嬰
陽
王
九

年

（
＝
五
九
八
年
）
条
に
は

「帝
下
詔
瓢
王
官
爵
」
、
「帝
下
詔
諭
。
以
高
句
麗
服

罪
。
朕
己
赦
之
。
不
可
致
伐
。
厚
其
使
而
遣
之
。
王
知
其
事
。
侵
掠
百
済
之

境
。
」
、
コ
一国
史
記
』
百
済
本
紀
威
徳
王
四
五
年

（五
九
八
）
条
に
は

「帝
下
詔

日
。
往
歳
高
句
麗
不
供
職
貢
。
無
人
臣
礼
。
故
命
将
討
之
。
高
元
君
臣
恐
燿
畏
服

帰
罪
。
朕
已
赦
之
。
不
可
致
伐
。
厚
我
使
者
而
還
之
。
高
句
麗
頗
知
其
事
。
以
兵

侵
掠
国
境
。
」
と
あ
り
、
両
国
は
交
戦
状
態
に
お
ち
い
る
の
で
あ
る
。
百
済
に
お

い
て
威
徳
王
の
治
世

（五
五
八
年
～
）
が
五
九
八
年
に
終
わ
り
、
そ
れ
か
ら
恵
王

（～
五
九
九
年
）
、
法
王

（～
六
〇
〇
年
）
を
経
て
六
〇
〇
年
に
武
王

（～
六
四

一

年
）
が
即
位
す
る
こ
と
も
関
係
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
受
け
て
推
古
八
年
以
降
、
そ
の
外
交
政
策

は
ま
た
ま
た
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
新
羅
強
硬
策
が
ま
た
打
ち
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
『日
本
書
紀
』
推
古
八
年
是
歳
条
は

命
・
境
部
臣
・為

大́
将
軍
ヽ

以

穂
積
臣

為
二
副
将
軍
Ъ

並
開
レ名
。
則
将
二

万
余
衆
Ｌ

為
・
任
那
・撃
二
新
羅
Ъ

於
レ
是
直
指

・新
羅
Ъ

以
乏
レ
海
往
之
。

乃
到
二
千
新
羅
Ъ

攻
一一五
城

而
抜
。
於
レ是
。
新
羅
王
慢
之
。
挙
二白
旗
・到
二

千
将
軍
磨
下
Ъ

而
立
割
二多
多
羅
。
素
奈
羅
。
弗
知
鬼
委
陀
。
南
加
羅
。
阿

羅
々
六
城
・以
請
服
。
時
将
軍
共
議
日
。
新
羅
知
レ
罪
服
之
。
強
撃
不
レ
可
。

則
奏
上
。
笈
天
皇
更
遣

難
波
吉
師
神
於
新
羅
Ъ

復
遣
二
難
波
吉
士
木
蓮
子

於
任
那
Ъ

並
検

校
事
状

。
愛
新
羅
。
任
那
二
国
遣
レ使
貢
調
。
（中
略
）

則
遣
レ使
以
召
二
還
将
軍

。
将
軍
等
至
レ自
・新
羅
Ъ

即
新
羅
亦
侵
二任
那

。

と
し
、
同
様
に

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
推
古
八
年
条
は

天
皇
勅
日
。
新
羅
任
那
相
攻
如
何
。
太
子
奏
日
。
新
羅
者
虎
狼
之
国
也
。
不

承
我
命
。
猶
犯
任
那
。
不
致
滅
亡
彼
猶
不
較
。
臣
乞
命
将
加
討
令
服
。
天
皇

然
之
。
於
是
以
阿
倍
臣
Ｘ
ム
境
部
臣
。
為
大
将
軍
。
穂
積
臣
為
副
将
軍
。
将

万
余
衆
。
為
任
那
伐
新
羅
。
到
即
攻
五
城
而
抜
之
。
新
羅
王
慢
。
挙
白
旗
到

干
庭
下
。
割
六
城
而
請
降
。
将
軍
等
奉
詔
免
之
。
到
自
新
羅
。
新
羅
亦
侵
任

那
。
太
子
聞
之
。
謂
左
右
日
。
是
如
所
議
。

と
記
す
。
こ
の

『日
本
書
紀
』
の
記
事
は
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
に
似
た
物
語
り

で
疑
わ
し
い
と
さ
れ
、
鬼
頭
清
明
氏
も
、
い
ず
れ
も
正
確
で
な
く
な
っ
た
時
点
で

将
軍
名
や
経
過
内
容
を
変
え
て
造
作
さ
れ
た
史
料
に
も
と
づ
い
て

『日
本
書
紀
』

編
者
に
よ
っ
て
年
別
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
た
上
で
、
推
古
八
年

条
が
伝
え
る
新
羅
征
討
計
画
が
旧
加
羅
国
の
諸
国
の

一
部
の
反
乱
を
契
機
に
立
て

ら
れ
た
と
言
う

一
つ
の
事
実
が
あ

っ
た
と
み
る
。
複
雑
で
は
あ
る
が
、
新
羅
に
出

兵
し
よ
う
と
し
た
こ
と
自
体
は
事
実
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

そ
の
新
羅
出
兵
に
お
い
て
、
境
部
臣
を

「大
将
軍
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
境
部
臣
が
蘇
我
氏
の

一
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
蘇
我
馬
子
の
意
向
に
も

推古朝前半の外交とその主体
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と
づ
く
人
事
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
子
は
か
つ
て
の
強
硬
路
線
に
戻
る
の

で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
何
が
あ

っ
た
か
で
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
の
他

に
注
目
さ
れ
る
の
は
厩
戸
の
動
静
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
翌
推
古
九
年
二
月
条
に
お
い
て

「
皇
太
子
初
興
ｉ
宮
干
斑

鳩
「
」
と
記
す
。
こ
れ
は
竹
田
が
死
去
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
可
能
性
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
竹
田
は

『日
本
書
紀
』
推
古
三
六
年
九
月
条
に
お
い
て
、
推
古
が
そ
の

死
後
は
竹
田
の
陵
に
葬
る
べ
し
と
遺
言
し
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
竹

田
は
夭
逝
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
没
年
を
具
体
的
に
記
し
た
も
の
が
な
い
が
、
直

木
孝
次
郎
氏
は
竹
田
の
死
の
下
限
を
厩
戸
皇
子
の
同
母
弟
来
日
皇
子
が
撃
新
羅
将

軍
と
な

っ
た
推
古

一
〇
年
と
す
る
。
推
古
も
こ
の
竹
田
が
死
去
し
た
段
階
で
厩
戸

を
後
継
者
と
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
彦
人
が
す
で
に
死
去
し
て
い
る

た
め
、
推
古
が
後
継
者
と
で
き
る
の
は
厩
戸
の
み
と
な
り
、
厩
戸
は
こ
れ
を
受
け

て
単
な
る
有
力
王
族
の

一
人
で
は
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て

厩
戸
は
以
後
、
次
第
に
政
治
の
中
枢
に
位
置
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
竹
田
の
死
去
は
よ
り
具
体
的
に
は
、
推
古
九
年
、
早
け
れ
ば
八
年
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
厩
戸
は
推
古
九
年
二
月
に
斑
鳩
に

「宮
」
を
造

る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
石
母
田
正
氏
は
厩
戸
の
万
機
総
摂
の
初
め
と

推
測
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
厩
戸
は
政
治
的
な
立
場
を
公
認
さ
れ
、
独
自
の
政
治

姿
勢
を
と
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
厩
戸
が
当
初
、
竹
田
を
即
位
さ
せ
る
た
め
に
推
古
か
ら
疎
外
さ
れ
て

い
た
と
み
る
こ
と
が
正
し
い
な
ら
ば
、
推
古
八
年
段
階
は
ま
だ
積
極
的
な
発
言
を

す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
竹
田
が
死
去
す
る

に
及
ん
で
、
推
古
は
や
む
な
く
厩
戸
を
後
継
者
と
し
て
遇
し
始
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
馬
子
が
独
占
し
て
い
た
政
治
に
厩
戸
が
関
与
し

始
め
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
馬
子
は
ま
だ
厩
戸
の
体
制

が
整
わ
な
い
う
ち
に
先
手
を
打
ち
、
推
古
八
年
に
対
新
羅
強
硬
策
を
打
ち
出
し
た

の
で
は
な
い
か
。
馬
子
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
を
み
て
か
つ
て
の
強
硬
策
に
戻

る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
厩
戸
は
推
古
か
ら
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ

た
直
後
で
あ
る
た
め
、
こ
の
馬
子
の
姿
勢
に
圧
さ
れ
、
そ
の
強
硬
姿
勢
に
反
対
で

き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
新
羅
と
本
格
的
に
事
を
構
え
る
情
勢
に
な

っ
た
時
、
気
が
か
り
な
こ
と

は
隋
の
動
向
で
あ
る
。
隋
は
高
句
麗
と
戦
争
を
開
始
し
た
も
の
の
、
そ
の
戦
争
は

す
ぐ
に
終
結
す
る

（表
１
参
照
）。
こ
の
こ
と
は
、
隋
の
兵
力
に
余
裕
が
生
じ
る

こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
隋
が
新
羅
を
冊
封
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

羅
に
対
し
て
倭
国
が
兵
を
構
え
れ
ば
隋
が
前
面
に
出
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と

を
も
意
味
す
る
。
そ
こ
で
こ
の

一
方
で
推
古
八
年
＝
六
〇
〇
年
に
遣
隋
使
を
派
遣

す
る
の
で
あ
る
。

『隋
書
』
倭
国
伝
開
皇
二
〇
年
条
に
は

倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比
孤
、
号
阿
輩
難
爾
、
遣
使
詣
閥
。
上
令
所
司
訪

其
風
俗
、
使
者
言
、
倭
王
以
天
為
兄
、
以
日
為
弟
、
天
未
明
時
、
出
聴
政
珈

欧
坐
、
日
出
便
停
理
務
、
云
委
我
弟
。
高
祖
日
、
此
大
無
義
理
、
於
是
訓
令

改
之
。
王
妻
号
難
禰
、
後
宮
有
女
六
七
百
人
、
名
太
子
為
利
歌
爾
多
弗
利
。

と
あ
り
、
開
皇
二
〇
年

（
＝
六
〇
〇
年
＝
推
古
八
年
）
に
倭
国
が
使
者
を
隋
に
派

遣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『日
本
書
紀
』
に
は
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
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が
、
遣
隋
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
遣
隋
使
派
遣
の
目
的
に
つ
い
て
、
坂
本
太
郎
氏
は
、
新
羅
征
討
を
視

野
に
入
れ
て
遣
隋
使
が
派
遣
さ
れ
た
と
し
、
石
母
田
正
氏
は
任
那
あ
る
い
は
対
新

羅
問
題
を
遣
隋
使
派
遣
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
外
交
上
の
立
ち
後
れ

を
取
り
戻
す
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
。
山
尾
幸
久
氏
も
新
羅

へ
の
戦
争
準
備
が
関

係
す
る
と
み
て
い
る
。
西
嶋
定
生
氏
も
同
様
に
任
那
問
題
の
処
理
の
た
め
新
羅
ヘ

の
出
兵
が
計
画
さ
れ
る
と
み
る
も
の
の
、
新
羅
は
隋
か
ら
冊
封
さ
れ
て
い
る
た

め
、
行
動
を
起
こ
す
前
に
隋
に
使
者
を
派
遣
し
た
と
み
て
い
る
。
若
槻
義
小
氏
も

当
時
の
緊
迫
化
し
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
国
内
政
治
の
分
裂
傾
向
を
是
正
す
る

た
め
に
朝
鮮
三
国
、
特
に
新
羅
に
優
越
す
る
名
目
的
立
場
を
獲
得
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
礼
の
導
入
を
め
ざ
し
て
い
た
み
る
。
こ
の
点
、
井
上
光
貞
氏
は
新
羅
と

の
関
係
と
は
無
関
係
に
、
隋
の
冊
封
が
朝
鮮
三
国
に
及
ん
で
い
た
の
で
、
隋
と
の

国
交
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
な
て
い
る
が
、
新
羅
に
よ
る
任

那
占
領
に
対
す
る
軍
事
的
制
裁
を
実
行
す
る
と
言
う
外
交
政
策
の

一
環
と
し
て
遣

隋
使
が
派
遣
さ
れ
た
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
使
者
は
高
祖
か
ら

「
此
大
無
義
理
」
と
さ
れ
、
「
於
是
訓
令
改

之
。
」
と
の
処
置
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
誰
が
こ
の
対
隋
外
交
を
指
揮
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
従
来
は
厩
戸
皇
子
と
さ
れ
て
き
た
。
井
上
光
貞
氏

は

（
一
）
厩
戸
は
ま
ず
出
兵
を
予
定
し
な
い
で
外
交
に
よ
り
任
那
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
し
た
が
、
含
こ

隋
の
高
句
麗
出
兵
を
受
け
て
強
硬
な
出
兵
策
が
出
さ

れ
、
そ
れ
が
力
を
得
た
た
め
に
、
に
わ
か
に
派
兵
す
る
こ
と
と
な
り
、
政
治
の
最

高
責
任
者
で
あ

っ
た
厩
戸
は
や
む
な
く
そ
の
兄
弟
を
将
軍
と
し
た
。
３
こ

し
か

し
推
古
九
年
三
月
に
任
那
救
援
を
求
め
る
た
め
に
高
句
麗

。
百
済

へ
派
遣
し
た
使

者
が
六
月
に
帰
国
す
る
の
（四
）
そ
の
使
者
の
状
況
報
告
は
二
国
が
好
戦
的
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
で
あ
ろ
う
も
の
の
、　
一
方
で
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
か

ら
の
厭
戦
気
分
を
引
き
起
こ
し
、
結
局
来
日
皇
子
の
死
後
、
強
硬
路
線
は
瓦
解
の

方
向
に
向
か
い
、
（五
）
大
帝
国
が
中
国
に
誕
生
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
高

度
の
外
交
政
策
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
と
す
る
。
山
尾
幸
久
氏
も
新
羅

へ
の
戦
争

準
備
が
関
係
す
る
と
み
る
が
、
で
」
の
よ
う
な
海
外
の
状
況

へ
の
ヤ
マ
ト
の
外

交

・
軍
事
両
面
で
の
対
応
」
は

「支
配
集
団
を
厩
戸
王

（聖
徳
太
子
）
に
結
集
さ

せ
」
る
こ
と
と
な

っ
た
と
み
て
い
る
。
し
か
し
馬
子
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ

る
。
か
ね
て
蘇
我
氏
は
百
済
系
の
渡
来
者
を
傘
下
に
置
き
、
そ
の
知
識
や
技
術
力

を
利
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
百
済
と
の
関
係
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
百
済
と
高
句
麗
が
争

っ
て
い
る
今
、
隋
と
倭
国
が
結
ぶ
こ
と
は
百
済
に
有
利

に
作
用
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
子
が
隋
と
の
外
交
を
開
く
こ
と
は
不
思
議
で
は
な

く
、
推
古
も
そ
れ
を
認
め
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、　
一
連
の
政
策
の
最
高
責
任
者
が
厩
戸
で
あ

っ
た
か
は
疑

わ
し
い
の
で
あ
る
。
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
厩
戸
が
後
継
者
と
認
め
ら
れ
る
直
前
で

あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
従
来
、
厩
戸
を
推
古
朝
当
初
か
ら
政
界
の
第

一
人
者

と
し
て
み
な
し
、
説
が
立
て
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
厩
戸
は
崇
峻
拭
逆
時
に

は
未
成
年
で
あ
っ
た
。
当
時
は
成
年
＝
二
〇
歳
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
当
初
は
推
古
の
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
政
治
か
ら
離
れ
て
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
竹
田
の
死

後
、
推
古
の
後
継
者
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
後
、
政
治
に
携
わ
る
こ
と
と
な

っ
た

推古朝前半の外交とその主体
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可
能
性
が
高
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
推
古
八
年
以
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
厩
戸
は
遣
隋
使
の
派
遣
さ
れ
た
推
古
八
年
段
階
に
は
い
ま
だ
政
治
的
な

手
腕
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『聖
徳
太
子
伝

暦
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
厩
戸
を
た
た
え
な
が
ら
こ
の
六
〇
〇
年
の
遣
隋
使
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
い
こ
と
も
思
う
と
、
そ
れ
は
馬
子
の
主
導
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
新
羅
に
対
し
て
強
硬
策
を
ふ
た
た
び
と
る
こ
と
を

提
唱
し
た
馬
子
は
隋
と
正
面
切

っ
て
対
決
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
遣
隋
使
を
送

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
推
古
九
年
以
降
の
外
交

こ
の
遣
隋
使
派
遣
に
よ
り
、
新
羅
出
兵
を
し
て
も
隋
に
対
処
で
き
る
と
考
え
て

か
、
表
２
に
み
え
る
よ
う
に
推
古
九
年
三
月
に
高
句
麗
と
百
済
に
使
者
が
派
遣
さ

れ
、
任
那
救
援
が
要
請
さ
れ
る
。
高
句
麗
に
は
大
伴
連
噛
、
百
済

へ
は
坂
本
臣
糠

手
が
派
遣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
遣
隋
使
の
失
敗
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
か
は
微

妙
な
時
期
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
遣
隋
使
の
成
功

を
予
期
し
て
の
使
者
派
遣
で
あ
ろ
う
。

こ
の
使
者
派
遣
が
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
は
り
対
新

羅
強
硬
策
を
唱
え
て
い
た
馬
子
で
は
な
い
か
。
大
伴
噛
連
、
坂
本
臣
糠
手
が
前
掲

の
史
料
に
み
え
る
よ
う
に
蘇
我
氏
の
側
に
立

っ
て
対
物
部
戦
に
も
参
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
し
て
蘇
我
氏
寄
り
の
人
物
で
あ
り
、
馬
子
の
意
を
受
け
て
赴
い
た
可
能

性
が
高
い
の
で
あ
る
。
厩
戸
は
推
古
の
後
継
者
と
さ
れ
た
も
の
の
日
が
浅
く
、
政

治
の
主
導
権
は
い
ま
だ
馬
子
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
馬
子
に
促
さ
れ
た
と
は
言

っ
て
も
厩
戸
は
後
継
者
の
地
位
に
つ
き
、

対
新
羅
強
硬
策
支
援
を
認
め
た
以
上
、
推
古
九
年

一
一
月
に
対
新
羅
出
兵
、
翌

一

〇
年
二
月
に
お
け
る
厩
戸
の
兄
弟
の
来
日
皇
子
の
将
軍
任
命
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
厩
戸
が
そ
の
兄
弟
を
新
羅
派
遣
軍
の
将
軍
に
任
命
し
て

い
る
こ
と
か
ら
政
治
上
の
最
高
責
任
者
と
な

っ
た
こ
と
が
関
係
す
る
と
と
ら
え
ら

れ
か
ね
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
馬
子
主
導
の
も
と
に
打
ち
出
さ
れ
た
強
硬
策
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
来
目

皇
子
の
病
死
な
ど
に
よ

っ
て
結
局
、
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
遣
隋
使
の
派
遣

が
失
敗
に
終
わ

っ
た
こ
と
、
厩
戸
が
も
と
よ
り
積
極
的
な
新
羅
強
硬
策
論
者
で
は

な
か

っ
た
こ
と
が
関
係
し
よ
う
。

そ
の
厩
戸
で
あ
る
が
、
推
古
の
後
継
者
と
し
て
次
第
に
そ
の
政
治
的
な
地
位
を

確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
し
だ

い
に
馬
子
と
は
異
な
る
外
交
策
を
打
ち
出

す
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
を
物
語
る
の
が
六
〇
七
年

＝
推
古

一
六
年
の
遣
隋
使
派
遣

で
あ
る
。
『隋
書
』
倭
国
伝
に
は

其
王
多
利
思
比
孤
、
遣
使
朝
貢
。
使
者
日
、
聞
海
西
菩
薩
天
子
重
興
仏
法
、

故
遣
朝
拝
、
兼
沙
門
数
十
人
来
学
仏
法
。
其
国
書
日
、
日
出
処
天
子
、
致
書

日
没
処
天
子
、
無
恙
、
云
々
。
帝
覧
之
不
悦
、
謂
鴻
臆
卿
日
、
蛮
夷
書
有
無

礼
者
、
勿
復
以
聞
。

と
あ
り
、
仏
教
の
導
入
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
厩
戸
の
仏
教

帰
依
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
主
体
が
厩
戸
で
あ

っ
た
と
み
て
問
題
は
な

い
。
お
そ
ら
く
背
後
に
は
厩
戸
が
確
た
る
地
位
を
朝
廷
内
に
確
立
し
た
こ
と
が
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あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
開
皇
二
〇
年
の
遣
隋
使
派
遣
の
失
敗
が
馬
子
が
政
治

を
主
導
す
る
こ
と
に
否
定
的
に
働

い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た

っ
て
厩
戸
が
政

界
の
第

一
人
者
と
し
て
位
置
し
、
仏
教
受
容
に
努
め
る
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
厩
戸
の
死
後
、
ふ
た
た
び
新
羅
強
硬
論
が
登
場
す
る
の
は

そ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。

お
わ

り

に

以
上
、
推
古
朝
前
半
の
外
交
路
線
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
み
て
き
た

の
で
あ
る
が
、　
一
貫
し
た
政
策
が
同

一
人
物
に
よ

っ
て
採
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
か

っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
、
国
内
政
治
情
勢
の
変
化
に
よ

っ
て

一
貫
性
の
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
が
採
ら
れ
、
ま
た
そ
の
主
導
者
も
馬
子
か
ら
厩
戸

へ
と
変
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
て
小
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し

た
い
。

註（１
）

代
表
的
な
も
の
に
西
嶋
定
生

「七
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
亀
日
本
歴

史
の
国
際
環
境
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
五
年
）
、
井
上
光
貞

「推
古
朝
外

交
の
展
開
」
亀
井
上
光
貞
著
作
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、　
一
九
八
六
年
、
初
出

一
九
七

一
年
）、
鬼
頭
清
明

「推
古
朝
を
め
ぐ
る
国
際
的
環
境
」
亀
日
本
古
代
国

家
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
』
校
倉
書
房
、　
一
九
七
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（２
）

こ
の
点
、
鬼
頭
清
明
氏
は
そ
の
外
交
を
隋
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
の
不
十
分
さ

を
説
き
、
国
内
の
権
力
構
造
も
重
視
す
べ
き
と
説
い
て
い
る

（「推
古
朝
を
め
ぐ

る
国
際
的
環
境
」
前
掲
）
が
、
し
か
し
な
お
不
十
分
で
あ
る
。

（３
）

拙
稿

「崇
峻
殺
害
前
後
の
政
治
状
況
と
蘇
我
氏
」
（栄
原
永
遠
男
他

『律
令
国

家
論
集
』
塙
書
房
、
二
〇

一
〇
年
）。

（４
）

『日
本
書
紀
』
崇
峻
五
年

一
一
月
条
、
推
古
即
位
前
紀
。

（５
）

『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
三
年

（
五
六
二
）
正
月
条
は

「
新
羅
打

滅
任
那
官

家
Ъ
」
と
し
、
更
に

「
一
本
云
。
廿

一
年
任
那
滅
焉
。
」
と
注
す
。

（６
）

後
掲
の
表
４
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（７
）

鬼
頭
清
明

「推
古
朝
を
め
ぐ
る
国
際
的
環
境
」
（前
掲
）
。

（８
）

対
物
部
戦
に
お
い
て
は
、
厩
戸
も
参
加
し
て
い
る
が
、
年
若
く
、
そ
の
中
心
に

は
蘇
我
氏
が
位
置
し
、
蘇
我
氏
の
た
め
に
参
加
し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

ヽ
ｎ
ノ
。

（９
）

馬
子
と
関
係
の
深
い
者
を
筑
紫
に
送
る
こ
と
に
よ

っ
て
馬
子
の
力
を
そ
ご
う
と

い
う
崇
峻
の
意
志
が
働
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
崇

峻
の
死
後
も
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
筑
紫
に
留
め
置
か
れ
た
こ
と
は
、
根
底
に
新
羅

問
題
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（１０
）

『日
本
書
紀
』
崇
峻
五
年

一
一
月
条
。

（Ｈ
）

石
母
田
正

「
国
家
成
立
史
に
お
け
る
国
際
的
環
境
」
翁
日
本
の
古
代
国
家
』
岩

波
書
店
、　
一
九
七

一
年
）
。

（‐２
）

西
嶋
定
生

「
七
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
（前
掲
）。

（
‐３
）

井
上
光
貞

「推
古
朝
外
交
の
展
開
」
（前
掲
）。

（‐４
）

門
脇
禎
二
氏
は
推
古

の
即
位
は
厩
戸
の
死
後

の
こ
と
で
あ

っ
た
と
み
て
い
る

■
古
代
の
女
帝
」
『日
本
史
の
謎
と
発
見
４
　
女
帝
の
世
紀
』
毎
日
新
聞
社
、　
一

九
七
八
年
、
「
聖
徳
太
子
は
大
王
で
は
な
か

っ
た
か
」
『歴
史
と
人
物
』
第
九
巻

一

二
号
、　
一
九
七
九
年
、
「
舒
明
天
皇
即
位
時
紛
争
事
件
」
「
大
化
改
新
」
史
論
』

上
、
思
文
閣
出
版
、　
一
九
九

一
年
）。
ま
た
山
尾
幸
久
氏
は
五
九
七
年
以
降
、
推

古
は
厩
戸
に

「
天
皇
事
」
を
委
ね
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
と
み
て
い
る

（「
ヤ
マ

ト
国
家
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
」
『古
代
の
日
朝
関
係
』
塙
書
房
、　
一
九
八
九
年
）。

（‐５
）

厩
戸
を

「
大
王
」
な

い
し

「
天
皇
」
と
し
た
史
料
が
な

い
こ
と
も
注
意
さ
れ

Ｚ
Ｏ

。

（‐６
）

『日
本
書
紀
』
は
推
古
二
九
年
と
す
る
が
、
『天
寿
国
繍
帳
』
な
ど
に
従
う
。
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（‐７
）

『聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
下
三

（聖
徳
太
子
奉
賛
会

『聖
徳
太
子
全
集
』

第
二
巻
、
臨
川
書
店
、　
一
九
四
四
年
）
は
長
谷
部
王
＝
泊
瀬
部
＝
崇
峻
は
用
明
皇

后
と
多
米
王
と
の
間
に
生
ま
れ
た
佐
富
女
王
と
の
間
に
葛
城
王
、
大
伴
奴
加
之
古

連
の
女
古
三
古
郎
女
と
の
間
に
波
知
乃
古
王
が
い
た
と
す
る
。

（‐８
）

井
上
光
貞

「古
代
の
皇
太
子
」
亀
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩
波
書
店
、　
一
九

六
五
年
）。

（‐９
）

小
林
敏
男

「女
帝
考
」
名
古
代
女
帝
の
時
代
』
校
倉
書
房
、　
一
九
八
七
年
）。

（２０
）

拙
稿

「崇
峻
殺
害
前
後
の
政
治
状
況
と
蘇
我
氏
」
（前
掲
）
。

（２‐
）

『隋
書
』
倭
国
伝
に

「
天
未
明
時
、
出
聴
政
珈
跳
坐
、
日
出
便
停
理
務
、
云
委

我
弟
。
」
と
あ
る
部
分
が
そ
れ
を
象
徴
す
る
。

（２２
）

小
林
敏
男

「女
帝
考
」
（前
掲
）。

（２３
）

直
木
孝
次
郎

「
厩
戸
皇
子
の
立
太
子
に
つ
い
て
」
亀
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』

塙
書
房
、　
一
九
七
五
年
）
。

（２４
）

一
月
か
ら
三
月
の
こ
と
と
し
て
慧
慈
の
来
倭
が
五
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
慧

慈
が
高
句
麗
を
発

つ
時
点
に
お
い
て
は
未
だ
冊
封
が
な
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
新
羅
が
隋
に
使
者
を
派
遣
し
、
冊
封
を
願

っ
て
い
る
と
の
情
報
は

慧
慈
の
も
と
に
届
い
て
い
た
と
み
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

（２５
）

井
上
光
貞
氏
も
新
羅
が
冊
封
さ
れ
て
、
事
態
が
安
定
し
た
た
め
と
み
て
い
る

「
推
古
朝
外
交
の
展
開
」
前
掲
）。

（２６
）

『日
本
書
紀
』
推
古
三
年
五
月
条
。

（２７
）

『日
本
書
紀
』
推
古
三
年
是
歳
条
。

（２８
）

『日
本
書
紀
』
推
古
五
年
四
月
条
。

（２９
）

山
尾
幸
久

「
ヤ
マ
ト
国
家
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
」
（前
掲
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３９
）

（３０
）

『日
本
書
紀
』
推
古
四
年

一
一
月
条
。

（３‐
）

「日
本
書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀
用
明
二
年
七
月
条
。

（３２
）

鬼
頭
清
明

「推
古
朝
を
め
ぐ
る
国
際
的
環
境
」
（前
掲
）。

（３３
）

〓
一品
彰
英

「聖
徳
太
子
の
任
那
対
策
」
亀
聖
徳
太
子
論
集
』
平
楽
寺
書
店
、　
一
　

　

（４０
）

九
七

一
年
）。
ま
た
井
上
光
貞
氏
も
類
似
し
た
新
羅
征
討
記
事
が

『日
本
書
紀
』

推
古
三

一
年
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
推
古
三

一
年
条
を
正
し
い
と
み

て
新
羅

へ
の
強
硬
路
線
は
聖
徳
太
子
没
後
の
推
古
三

一
年
と
す
る
。
井
上
氏
は
聖

徳
が
廟
堂
の
中
心
に
た
つ
こ
と
に
よ

っ
て
推
古
朝
の
対
新
羅
強
硬
路
線
か
ら
対
隋

外
交

へ
と
移
り
、
そ
の
下
で
新
羅
と
の
友
好
路
線

へ
切
り
か
わ

っ
た
が
、
隋
が
滅

ん
で
か
ら
は
強
硬
路
線
が
復
活
の
兆
し
を
見
せ
る
。
し
か
し
当
初
は
約
定
に
よ
り

相
互
に
利
益
を
認
め
あ

い
、
太
子
の
死
後
直
後
は
穏
健
派
の
主
導
の
下
に
外
交
使

節
が
送
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
強
硬
路
線
が
復
活
し
、
軍
事
行
動
が
実
行
に
移

さ
れ
た
と
す
る

（「推
古
朝
外
交
の
展
開
」
前
掲
）
。

鬼
頭
清
明

「推
古
朝
を
め
ぐ
る
国
際
的
環
境
」
（前
掲
）。

も

っ
と
も
鬼
頭
清
明
氏
が
説

い
て
い
る

（「
推
古
朝
を
め
ぐ
る
国
際
的
環
境
」

前
掲
）
よ
う
に
、
「大
将
軍
」
と
あ
る
こ
と
に
は
疑
間
が
持
た
れ
る
。

『聖
徳
太
子
伝
暦
』
に

「
大
臣
叔
父
蘇
我
境
部
臣
境
瀬
」
と
あ
る
。

直
木
孝
次
郎

「
厩
戸
皇
子
の
立
太
子
に
つ
い
て
」
（前
掲
）。

井
上
光
貞
氏

（「
古
代
の
皇
太
子
」
前
掲
）
や
井
出
久
美
子
氏

（「
大
兄
制
」

の
史
的
考
察
」
『日
本
史
研
究
』

一
〇
九
、　
一
九
七
〇
年
）
は
物
部
戦
の
頃
死
去

し
た
と
す
る
。
し
か
し
山
尾
幸
久
氏

（「
大
化
改
新
論
序
説
」
上

『思
想
』
五
二

九
、　
一
九
六
八
年

・
「
大
化
改
新
直
前
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
」
上

『日
本
史
論

叢
』

一
、　
一
九
七
二
年

・
『日
本
国
家
の
形
成
』
岩
波
書
店
、　
一
九
七
七
年
、
第

一
章
四
節
）
は
対
物
部
戦
争
の
折
に
、
彦
人
は
除
か
れ
た
と
み
て
い
る
。
し
か
し

彦
人
の
子
舒
明
が
推
古
元
年
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
推
古
初
年

に
は
生
存
し
て
い
た
と
み
る
見
解

（薗
田
香
融

「
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い

て
」
『日
本
書
紀
研
究
』
三
、
塙
書
房
、　
一
九
六
八
年
、
直
木
孝
次
郎

「
厩
戸
皇

子
の
立
太
子
に
つ
い
て
」
前
掲
）
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
大
兄
の
制
が
あ

っ
た
が
、
推
古
と
厩
戸
の
系
譜
関
係
は
厩
戸
を
大
兄
と

す
る
こ
と
を
許
さ
ず

（拙
稿

「
王
の
後
継
者
候
補
」
『日
本
歴
史
』
七
三
〇
、
二

〇
〇
九
年
）
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「太
子
」
と
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

（薗
田
香
融

「皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い
て
」
前
掲
）。

平
林
章
仁
氏
は
上
宮
王
家
の
斑
鳩
進
出
は
、
大
和
川
北
岸
の
水
陸
交
通
の
要
衝

を
掌
握
し
、
対
外
交
渉
を
進
め
、
先
進
文
物
の
優
先
的
摂
取
を
図
り
、
上
宮
王
家

独
自
の
経
済
基
盤
の
構
築
、
独
立
し
た
政
権
基
盤
の
創
設
を
め
ざ
す

一
方
で
、
敏
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達
系
王
族
の
広
瀬
郡
進
出
に
対
す
る
蘇
我
系
王
族
の
巻
き
返
し
で
あ
っ
た
と
み
て

い
る

（「蘇
我
馬
子
と
そ
の
儀
礼
」
『蘇
我
氏
の
実
像
と
葛
城
氏
』
自
水
社
、　
一
九

九
六
年
）。

（４‐
）

石
母
田
正

『日
本
の
古
代
国
家
』
（前
掲
）
三
二
ペ
ー
ジ
。

（４２
）

こ
の
た
め
も
あ

っ
て
遣
隋
使
が
何
度
派
遣
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ

る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
篠
川
賢
氏
の

「
遣
隋
使
の
派
遣
回
数
と
そ
の
年
代
」

亀
日
本
古
代
の
王
権
と
王
統
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

一
年
、
初
出

一
八
八
六

年
）
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
な
お
、
『日
本
書
紀
』
が
記
さ
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
、
高
橋
善
太
郎
氏
は

「
遣
隋
使
の
研
究
」
亀
東
洋
学
報
』
三
三
―
三

・

四
、　
一
九
五

一
年
）
に
お
い
て

『日
本
書
紀
』
編
者
が
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
削
除
し
た
と
み
る
。
ま
た
坂
本
太
郎
氏
は
坂
本
太
郎
氏
は
実

際
は
国
使
で
は
な
く
、
九
州
か
、
山
陽
あ
た
り
の
豪
族
が
私
的
に
派
遣
し
た
た
め

と
み
る

（コ
日
本
書
紀
』
と

『隋
書
ヒ

『坂
本
太
郎
著
作
集
　
第
二
巻
　
古
事
記

と
日
本
書
紀
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
八
年
、
初
出

一
九
七
六
年
）。
若
槻
義
小

氏
は

「七
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
翁
冠
位
制
の
成
立
と
官
人
組
織
』
吉

川
弘
文
館
、　
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
使
節
は
倭
国
と
隋
と
の
国
交
を
開

く
た
め
の
予
備
的
性
格
を
帯
び
て
お
り
、
正
式
の
も
の
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
た

め
と
す
る
。

（４３
）

坂
本
太
郎

「
『日
本
書
紀
』
と

『隋
書
Ｌ

買
『坂
本
太
郎
著
作
集
　
第
二
巻

古
事
記
と
日
本
書
紀
』
前
掲
）。
な
お
、
坂
本
氏
は
新
羅
出
兵
に
関
係
す
る
場
合

の
上
の
結
論
で
あ
る
と
す
る
。

（４４
）

石
母
田
正

『日
本
の
古
代
国
家
』
（前
掲
）
二
四
ペ
ー
ジ
。

（４５
）

山
尾
幸
久

「
ヤ
マ
ト
国
家
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
」
（前
掲
）。

（４６
）

西
嶋
定
生

「七
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
（前
掲
）。

（４７
）

若
槻
義
小

「冠
位
十
二
階
と
外
交
政
策
」
（前
掲
）。

（４８
）

井
上
光
貞

「推
古
朝
外
交
の
展
開
」
（前
掲
）。

（４９
）

井
上
光
貞

「推
古
朝
外
交
の
展
開
」
（前
掲
）。

（５０
）

山
尾
幸
久

「
ヤ
マ
ト
国
家
の
展
開
と
東
ア
ジ
ア
」
（前
掲
）。

（５‐
）

加
藤
謙
吉

「蘇
我
氏
の
発
展
過
程
」
翁
蘇
我
氏
と
大
和
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
）
、
山
尾
幸
久

「
蘇
我
氏
の
発
展
∵

前
川
明
久

「
渡
来
人
と
蘇
我

氏
」
（と
も
に
黛
弘
道
編

『古
代
を
考
え
る
　
蘇
我
氏
と
古
代
国
家
』
吉
川
弘
文

館
、　
一
九
九

一
年
）
。

（５２
）

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
は

「
甲
午
年
産
」
と
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
敏
達
三
年

＝
五
七
四
年
生
ま
れ
と
な
り
、
『上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
開
記
』
も
太
子
生
年

一
四

の
丁
未
年

＝
用
明
二
年

＝
五
八
七
年
に
物
部
氏
と
蘇
我
氏
が
争

っ
た
と
あ
る
か
ら

五
七
四
年
生
ま
れ
、
ま
た

『本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
敏
達
二
年
癸
巳
生
ま
れ
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
崇
峻
五
年

＝
五
九
二
年
に
は
未
成
年
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お

『扶
桑
略
記
』
は
推
古
元
年

＝
五
九
三
年
に
三
二
歳
と
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば

敏
達
元
年
生
ま
れ
と
な
り
、
こ
れ
な
ら
ば
微
妙
な
年
齢
と
な
る
。
ま
た

『伝
暦
』

も
元
年
生
ま
れ
と
す
る
。

（５３
）

村
井
靖
彦

「
王
権
の
継
受
」
亀
日
本
研
究
』

一
、　
一
九
六
四
年
）
、
河
内
祥
輔

『古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』
（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
六
年
）
第

一

章
第

一
節
。

（５４
）

『日
本
書
紀
』
推
古
九
年
三
月
条
。

（５５
）

『日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
推
古

一
五
年
七
月
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
の
場
合
、

一
六
年
四
月
に
筑
紫
に
到
着
し
、
六
月
に
難
波
に
到
着
し
て
い
る
。
ま
た

一
六
年

九
月
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
は

一
七
年
九
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

（５６
）

い
ず
れ
の
場
合
も
遣
隋
使
の
派
遣
が
失
敗
が
伝
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は

当
初
の
新
羅
出
兵
計
画
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、　
一
旦
動
き
出
し
た
方
針
を
す
ぐ
に
は
撤
回
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（５７
）

井
上
光
貞

「推
古
朝
外
交
の
展
開
」
（前
掲
）。

（５８
）

『日
本
書
紀
』
は
推
古

一
〇
年
六
月
条
に
お
い
て
、
筑
紫
に
い
た

っ
た
来
日
皇

子
が
病
に
臥
し
て
新
羅
を
討

つ
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と
、　
一
一
年
二
月
条

に
お
い
て
、
来
日
皇
子
が
筑
紫
で
死
去
し
た
こ
と
、
同
年
四
月
条
に
お
い
て
、
来

日
皇
子
の
兄
当
麻
皇
子
を
将
軍
と
し
た
も
の
の
、
同
年
七
月
条
に
お
い
て
、
筑
紫

に
向
か
っ
た
当
麻
皇
子
の
妻
が
明
石
で
死
去
し
た
た
め
に
結
局
帰
還
し
、
新
羅
征

討
が
中
止
さ
れ
た
と
記
す
。

（５９
）

こ
の
理
由
の

一
つ
に
儒
教

。
道
教
に
よ
る
中
国
の
天
下
観
念
を
克
服
す
る
と
と

推古朝前半の外交とその主体

[一 四 ]―-43-―



人 文 自 然 論 叢 65

も
に
冊
封
体
制
に
対
抗
す
る
た
め
に
仏
教
に
よ
る
宇
宙
観

。
世
界
観
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
石
上
英

一
氏
は
説
い
て
い
る

（「古
代
東
ア
ジ
ア
地

域
と
日
本
」
「日
本
の
社
会
史
』
１
、
岩
波
書
店
、　
一
九
八
七
年
）。

（∞
）

『日
本
書
紀
』
推
古
三
一
年
是
歳
条
。

[一五 ]


